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・昨年度（令和７年度）、企画展 東山道と「鎌倉街道」を実施
しました。

・この企画展では、律令時代に武蔵国に整備された「東山道
武蔵路」と、中世の「鎌倉街道」上道を中心に取り上げて、古
代から中世における幹線道路の発達と近世以後の変遷をた
どりました。

・企画展では、「古代道路の道筋は、中世に「鎌倉街道」へと
受け継がれ、近世以後「古道」として記録され、伝承された」と
いう大まかな幹線道路の変遷を
俯瞰しました。

・今回の博物館ミニ講座では、
企画展の内容をおさらいしなが
ら、企画展では説明しきれなか
ったことや、その後になってわか
ったり、確認できたことをまじえま
がら、お話ししたいと思います。

はじめに

ド・ロードくん。
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・道路の歴史は約１３００年前の律令時代に遡る。

・古代大和朝廷は、中国の政治体制に倣い、中
央集権の律令体制をしいた。

・朝廷は全国を約６０の国に分け、さらに「五畿
七道」に区分し、都と国を結ぶ幹線道路（官道）
を整備した。

・官道は中央と地方の情報を迅速に伝達するた
めの駅制に基づくものであり、道幅10ｍ以上の
大規模な直線道路（駅路）で中央と地方を広域
に結んだ。

・駅路は情報伝達のためだけでなく、税の運搬、
軍団の移動、貴族から公民に至る人々の移動
などにも使用され、情報・モノ・人が広域に行き
来する幹線道路として機能した。

・東山道は、近江国から東日本の内陸を通り、
多賀城を経て、陸奥国、出羽国までを結ぶ。

・行政単位：国－郡－里（のちに郷と変更）
・国府（国の役所）、郡家（ぐうけ）（郡の役所）

第Ⅰ章 東山道と古代道路
律令時代の駅制と東山道
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古代駅制～駅路と駅家

2016 近江俊秀「古代日本の情報戦略」朝日新聞出版 より

駅家と駅戸集落との関係模式図

・当時の中国（隋・唐）の律令制にならい、日本でも中央と
地方との間に、迅速な情報伝達を行うための駅制が整え
られた（中国、朝鮮半島の情勢や東北の蝦夷など地方の
反乱への対処）。

・中央と地方各地を結ぶ道幅10ｍ以上の直線道路（駅路）、
30里（現在の約16kmに相当）ごとに駅家（うまや）を設けた。

・駅家は、駅使（えきし）（情報を携えた使者・役人）の休
息・宿泊・馬（駅馬（はゆま））の提供などをする施設であり、
律令の規定に従い、一定数の駅馬を常時飼育・管理して
いた。

・駅家の周囲には駅長と駅子が住む駅戸集落と口分田、
駅田があり、駅家を管理・運営する役割を担っていた。

・日本の古代駅制は、古代中国（隋・唐）の律令制に倣い、
大化の改新以後（7世紀後半）に導入された。奈良時代に
は「大宝律令」「養老律令」によって制度が整えられ、１０世
紀中頃まで存続、各地の駅路もその時期まで使用された
と考えられる。

5



第１回 国分寺・坂戸市合同企画展
「東山道武蔵路を探る」より引用

・武蔵国は当初東山道に編入
されたため、上野国、下野国と
武蔵国府を結ぶ「東山道武蔵
路（とうさんどうむさしみち）」が
整備された。

・宝亀2年（771）に武蔵国が東
海道に所管替えされたため、
「東山道武蔵路」は東山道駅路
から除外されたが、その後も各
郡と国府を結ぶ幹線道路として
の役割を担った。

「東山道武蔵路」とは～武蔵国を南北に貫く駅路

１ 発掘された「東山道武蔵路」
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「東山道武蔵路」の道路遺構

波板状凹凸

側溝

側溝

硬化面
国分寺市泉町地区
（国指定史跡）

粗朶と砂礫で路盤改良を行った跡
（西吉見古代道路跡）（吉見町）

・近年の発掘調査によって、東京都・
埼玉県で東山道とみられる道路遺構
が発見され、道路規模と構造、ルート
などが明らかになった。

道路規模：道幅約12ｍの直線道路

構造：2本の平行する側溝、側溝間の
路面に硬化面、硬化面下に波板状凹
凸（路面構築の痕跡）がある。

低地では粗朶（そだ）（細い木の枝）・
砂礫を敷いて路盤改良し、盛土で路面
をつくり、路肩に杭を打つ。

東の上遺跡
（所沢市）

道路遺構の構造（東の上遺跡）各道路遺構の詳細・「東山道武蔵路」の
推定ルート図 →図録P5～8
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２ 「東山道武蔵路」は八国山を越えたのか？

東の上遺跡道路遺構１（所沢市） （北から撮影）

八国山

・「東山道武蔵路」とみられる東の上遺跡道路遺構１は、八国山緑
地に向かって直線的に延びているように見える。

・八国山は狭山丘陵の先端部に位置し、標高88.9ｍ、周辺の平地
との標高差が約30ｍの低丘陵にあたる。

・東の上遺跡から武蔵国府へと至る「東山道武蔵路」は、この丘陵
部に道路を通していたのか。
それとも、丘陵部を迂回
するルートをとっていた
のか。

→図録P6（部分）
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武蔵国府からの推定ルート

上水本町

原島農園

小川団地
土方（本町2丁目）

・「道路遺構が（略）4.5kmに及んで連続
することを確認（略）八国山の丘陵越え
の位置を明らかにでき、（略）東の上遺跡
との位置関係がより明確にできた」
（2000年 東京都教育委員会『道路遺構
等確認調査報告』ｐ．57）

・国分寺市泉町地区で発見された「東山
道武蔵路」から延長線上に道路遺構が
確認された。（側溝間は約10～11ｍ）。

・「東山道武蔵路」は、国分寺市泉地区
以北をやや西寄りに進み、八国山をめざ
して直線的に延びる。

2000年 東京都教育委員会
『道路遺構等確認調査報告』
より
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八国山緑地地点の調査

国土地理院地図1/25000

八国山緑地地点トレンチ配置図
（前掲報告書より）

Aトレンチ土層断面図（前掲報告書より）

東の上遺跡

柳瀬川

・八国山緑地地点の調査では、側
溝や波板状凹凸などの人為的な
道路構築の痕跡は得られなかった
が、硬化面の確認や遺物の出土
状況から、古代には道路機能が
あったと結論づけている。

丘陵部

Aトレンチ出土坏・甕（前掲報告書より）
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・現時点で、東の上遺跡道路遺構１から延長線上に柳瀬川を
渡る道路遺構は見つかっていない。

・丘陵部を避けて平地を選び、計画的に構築されたであろう
駅路が、あえて八国山を丘陵越えしている理由は何だろう
か？

・中世の「鎌倉街道」上道においては、台地から南東方向に
なだらかに低地におりて、柳瀬川の下流を渡るルートがとら
れる。→道路遺構１から道路遺構２への付け替えがあった
か？

東の上遺跡

道路遺構１
「鎌倉街道」上道

埼玉県試掘調査範囲

道路遺構２

国土地理院地図1/25000

東の上遺跡 道路遺構２
→図録P5

埼玉県側の状況

八国山緑地地点 11



３ 古代道路の発達と「鎌倉街道」

律令時代の武蔵国と郡 ※赤線は現在の埼玉県

（博物館ブックレット『埼玉の官衙』埼玉県立歴史と民俗の博物
館より引用）

・律令時代には、駅路とともに、郡家（郡の役所）につなが
る道路、郡家と集落を結ぶ道路、集落どうしを結ぶ道路な
ど各種の道路が整備された。

・郡家は、河川沿い設けられ、正倉は運河や河川に沿っ
て建てられ、道路と接続することで、陸路と河川交通の中
継地となった。郡家は情報や文化の集積地、物流の結節
点となり、古代における交通の要所となった。

・律令時代の各地の古代道路の発達は、やがて中世の
「鎌倉街道」を整備する際の下地となった。「鎌倉街道」は、
古代道路の道筋を受け継いで整備されたと考えられる。
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郡家・集落にみる古代道路

榛澤郡家の古代道路と運河
→図録P10～11

幡羅官衙遺跡群
→図録P１２

王神遺跡・拾石遺跡
→図録P13

集落どうしを結ぶ道路

郡家の官衙域を抜けて、運河沿いの
正倉に向かう道路

郡家の正倉と官衙、河川を結ぶ道路
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計画的に敷設された古代道路
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道幅 図録ｐ 走行状態 側溝 波板状凹凸 硬化面 道路の種類

国分寺市泉地区東山道武蔵路 12ｍ 5 直線 有 有 有 駅路

東の上遺跡 道路遺構１ 12ｍ 5 直線 有 有 有 駅路

東の上遺跡 道路遺構２ 9～10ｍ 5 直線 有 有 有 道路遺構1から付け替えられた駅路か

宮廻館跡A区 約10ｍ 7 直線 有 － － 駅路

町東遺跡4区 11ｍ 7 直線 有 － － 駅路

馬場遺跡3区 11ｍ 7 直線 有 － 有 駅路

天神前C遺跡 9ｍ 7 直線 有 － － 駅路

西吉見古代道路跡 9～10ｍ 8 直線 有 － 有 低地に造成された駅路

熊野遺跡 道路遺構 8ｍ 11 蛇行 無 有 有 榛澤郡家 郡家正倉に向かう道

幡羅官衙遺跡群 道路遺構 8ｍ 12 直線 有 － - 幡羅郡家 官衙と正倉を結ぶ道

王神・拾石遺跡 道路遺構 3～4ｍ 13 蛇行・直線 無 有 有 集落どうしを結ぶ道

向谷遺跡 道路遺構 3～4ｍ 14 直線 無 有 有 駅路に向かう幹線道路

※「 －」は未確認

遺跡・遺構

古代道路遺構　比較表

・律令時代の古代道路は、道路の
種類によって道幅が定められたう
えで、、計画的に敷設されたこと
がうかがえる。

駅路と各種の古代道路は構造が
概ね共通する。道路敷設・構築の
技術は、駅路の敷設を機に、各地
に伝えられたと考えられる。



古代道路から「鎌倉街道」へ

・10世紀中頃以降、古代律令体制の形骸化とともに、駅家
は廃止され、駅路は各地の道路網に埋没していった。

・「東山道武蔵路」は、宝亀2年（771）に東山道駅路から除
外された後も、各郡と国府を結ぶ幹線道路として存続し、や
がて「鎌倉街道」堀兼道（「鎌倉街道」上道の枝道）に受け継
がれた。

・「鎌倉街道」上道は、南比企窯跡群ｰ女影廃寺（高麗郡家
周辺か）ｰ七曲井ｰ東の上遺跡を結ぶ古代道路の道筋を踏
襲していると考えられる。

◎中世の「鎌倉街道」は、古代の幹線道路の道筋を引き継

いで整備されたと考えられる。
七曲井（狭山市）（県指定史跡）

発掘調査により須恵器と元徳
3年（1331）銘板碑が出土した。
平安時代には武蔵野を通過す
る人々の貴重な水源として利
用されたと考えられる。

「鎌倉街道」伝承路と古代道路
→図録P14
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第Ⅱ章 「鎌倉街道」と中世遺跡
「鎌倉街道」とは何か

「鎌倉街道」概要図

・「鎌倉街道」とは、中世の時代に鎌倉を中心に各地に延びる古道の
総称。各地に地名や道路名が見られ、身近であるが、その実態は不
明瞭。「鎌倉街道」の名称は、江戸時代初期以降に付けられたとされ
る。名称を含め、その成り立ちの経緯を歴史的にとらえる必要がある。

〇「鎌倉街道」の実相 １
・鎌倉と東国各地を結ぶ広域的な幹線道路
鎌倉幕府が成立する１２世紀末頃から１５世紀代までの間、鎌倉を

中心に東国各地（上州・信州・奥州など）を結ぶ幹線道路として、人々
の往来や物流を支えた。

・文治五年（1189）七月十七日、源頼朝は奥州藤原氏の追討に際し、
軍勢を「東海道」「中路」「下道」の３手に分けて発する（「吾妻鏡」より）

・「太平記」での記載
「東海道」→「下道」、「中路」→「中道」、「下道」→「上道」

⇒現在の「下道」「中道」「上道」
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１ 武士の館と「鎌倉街道」

中世における「鎌倉街道」の呼称は？
→地域の重要な幹線道路の呼び名

（古代～中世の文献から）
→「大道」（だいどう）「〇〇大道」など

河越館跡から「鎌倉街道」 に通じる道
→図録P16

建久ニ年（1191）三月一日 熊谷蓮生譲状（長門熊谷家文書）
・「四至（略）西限村岳境大道」→村岳は現在の熊谷市村岡、村
岡境の道は、近世の松山道であり、、「鎌倉街道」の枝道と伝承
される。

〇「鎌倉街道」の実相 ２
・御家人と幕府を結ぶ政治的・軍事的道路網

武蔵武士団は将軍・執権の直轄軍の役割があり、上道は
その本貫地（本拠地）と鎌倉を結ぶ重要な道路網→鎌倉を
中心に毛細血管のようにのびる。
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〇「鎌倉街道」の実相 ３
・宿の発達

・「鎌倉街道」上道が交差する河川の渡河点には、「宿」と
呼ばれる集落が設けられた。宿は道を行き来する人の休
憩、宿泊する場となり、人の往来がさかんになった。

・宿の周辺には「市」が立ち、商業活動の場となり、舟運と
結んで物流の拠点になった。

・宿には寺や墓地・供養地が隣接し、宗教活動の拠点にも
なった。

・「鎌倉街道」沿いの宿立て（宿の設立や維持）には、周辺
に領地をもつ武士や幕府が関係したと考えられる。

２ 「鎌倉街道」と宿

→図録P18～19

→図録P20～22

「鎌倉街道」上道の渡河点と宿 18



３ 再検証ｰ大蔵宿と上道

中世の大蔵

・大蔵宿は、「鎌倉街道」上道の都
幾川渡河点の南岸に位置し、「鎌
倉街道」開設の頃からの宿とされ
る。

・上道は大蔵館跡の東を通り、道
沿いに大蔵宿があったとされ、行
司免遺跡は市場の集落とされる。

◎課題～
・宿に該当する中世の集落跡が
未発見（行司免遺跡は市場跡とさ
れる。）。
・大蔵館跡と行司免遺跡は同時
代ではない。
・近世の地誌に宿に関する伝承が
ない。上道沿いの古い地割はは
たして宿の痕跡か？

中世の大蔵（北から） 1997嵐山町『嵐山町博物誌 第５巻』復元イラスト行司免遺跡周辺を転載・加筆

明治9年 大蔵公図  

大蔵館跡

行司免遺跡

都幾川

大蔵宿

「鎌倉街道」上道

19

2013 村上伸二「大蔵中世遺
跡群の再確認」高志書店『中
世社会への視角』所収



検証作業

・古い地理情報～迅速測図・空中写真・公図より
→「鎌倉街道」上道の他に都幾川を渡る道もう一つある。

・行司免遺跡調査図と古い道の照合
→各遺構と道との位置関係から、集落と古い道は

同時期に存在すると考えられる。

・行司免遺跡（12C後半～14世紀）と堂山下遺跡（苦林宿の
集落跡）（13C～16C初頭）の比較

→遺構配置の共通性が高い。

結論
行司免遺跡は、「大蔵宿」の集落跡であり、「鎌倉街道」上道は、12世紀

後半～14世紀には同遺跡を通って都幾川を渡河していたと考えられる。

→もう一つの「鎌倉街道」上道ルートがある。

→図録P20～21

昭和52年（1977） 公図（大蔵）に加筆 20



大蔵館跡と上道

・大蔵館跡は、8次にわたる調査によって13～14世紀前半の掘立
柱建物跡、井戸跡、溝などが確認され、第8次調査では幅約２ｍ、
深さ約1.2ｍ、1辺約70ｍの方形に巡る区画溝（14世紀中頃以降ま
で存続か）、その内側に大型の掘立柱建物跡と推定される柱穴群
が確認された。

→宿の集落（行司免遺跡）と同じ時期には、寺または武士の館が
あった。

・現存する土塁・堀跡は15世紀
以降の構築と考えられる。

→入口部が東側に2か所。

→15世紀代には上道は現在の
ルートになっていたと考えられる。

→図録P22

大蔵館跡（△は虎口）
大蔵館跡第8次調査区

21

2013 村上伸二「大蔵中世遺跡群の
再確認」高志書店『中世社会への視
角』所収（両図とも）



大蔵の歴史的変遷

13～14世紀 15世紀後半 16世紀後半

・菅谷館～文治三年（1187）～元久二年（1205）
畠山重忠が居住のち岩松義純居住の伝承。

・向徳寺～延応元年（1239）創建と伝わり現存。
・宮ノ裏遺跡～中世瓦が出土

・須賀谷城～長享の乱（1487～1505）・長享
二年（1488）須賀谷原合戦

・大蔵館跡～15世紀以降、土塁・堀による館
が築城され、上道側（東側）に入口部。

・戦国大名北条氏による幹線道路の整備、
伝馬制の施行～菅谷ー奈良梨ー高見の
各宿に伝馬を設置（図録ｐ24）。

・大蔵の集落～のちの近世集落「大蔵村」へ 22



第Ⅲ章 古道「鎌倉街道」の成立
１ 幹線道路の変遷と「古道」

・赤沼村秣場争論裁許絵図（寛文五年（1665））
～赤沼原の入会権をめぐる争論に対する幕府の裁定絵図。

「古道鎌倉開道」～「鎌倉街道」に関する最古の表記

◎16世紀後半以降、戦国大名北条氏による幹線道路の整備
により、「八王子道」と「大類宿」が新設、「苦林宿」は廃絶、
「鎌倉街道」上道は「古道」となった。

・「新編武蔵風土記稿」（文政十一年（1828））
→「村西に鎌倉古街道かかり、（略）昔の宿驛は将軍澤大類

女影と続きて、当村はその間にありし原野なりと云伝ふ、され
ば昔苦林の村落はいづれの地なりや、今より考べからず」
（巻之百七十二 入間郡之十七 苦林村）

◎幹線道路が付け替わると「鎌倉街道」上道は「古道」として
痕跡が残るが「苦林宿」は原野となり、地域の人々の記憶か
ら失われた。

→図録P25

「八王子道」と「古道鎌倉開道」
（毛呂山町歴史民俗資料館リーフレットより転載・加筆）
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２ 地誌に記録される伝承

・新編武蔵風土記稿（文政十一年（1828））
～江戸幕府が編纂した地誌で、武蔵国内22郡の各所に残る伝

承を地元民から聞き取り記録している。18世紀代から19世紀前
半の伝承の記録として重要な史料。

・「鎌倉街道」「鎌倉道」と記載される箇所は139か所に及ぶ。郡別
にみると、中世の上道・中道・下道（以下、本道）に近い地域が多
いが、本道から外れるものや繋がらないものもある。

◎中世「鎌倉街道」は、幹線道路の付け替えや宿場町の移転な
どによって、しだいに往時の賑わいをなくし、地域の生活道路や
小道、村境い（現在の市町村・字・小字境界線）に変化したが、
「かつて鎌倉に通じていた幹線道路だった」との記憶から、「古
道」として伝承された。
また、各地域から本道に通じる道路についても、地域にとっての
幹線道路であった記憶から、「本道に通じて鎌倉に至る道」として、
「いにしえの鎌倉街道」「いにしえの鎌倉道」と呼称された。

◎本道・枝道・地域の幹線道路の一体化
→近世における古道「鎌倉街道」の成立

＝伝承路としての「鎌倉街道」の成立

→図録P27
「鎌倉街（海）道」
「古鎌倉街（海）道」
「鎌倉古街（海）道」
など 89件

「鎌倉道」「古鎌倉
道」「鎌倉古道」など
28件

「秩父より鎌倉への
道」「川越より鎌倉
への古街道」など
21件

「鎌倉峠」 1件

2005年 川合 康『「鎌倉街道」の政治的研究 研究成果報告書』の
「『新編武蔵風土記稿』に見る鎌倉街道伝承」より集計 24



おわりに

ご清聴ありがとうご
ざいました。

ド・ロードくん。

・「鎌倉街道」とは、中世に鎌倉を中心に主に関東に広がる幹線道路の総称であり、各地にそ
の名が付く伝承路が存在し、私たちの身近な存在となっている。しかし、「鎌倉街道」の呼称は
近世に付けられた名称であり、各種の中世の幹線道路がすべて「鎌倉街道」という一つの呼
称のもとに伝承されて今に至っている。今回、中世から近世に至る「鎌倉街道」の姿を、段階
的に大まかに整理してとらえてみた。

・「鎌倉街道」は、奈良・平安時代における各種古代道路の発達を背景にして、古代の駅路や
その枝道、郡家や集落間の連絡路などを引き継いで成立したと考えられる。

・「鎌倉街道」の特徴的な側面を以下の3点に整理した。①鎌倉と東国を結ぶ広域的な幹線道
路 ②鎌倉周辺に本拠地を持つ関東の武士団と将軍・執権とを結ぶ政治的・軍事的連絡網③
宿が発達し、人の往来・物流・文化・宗教の拠点となって、鎌倉を中心とした政治・経済・文化
の動脈として機能した。

・戦国時代後期以降（16世紀後半～）、幹線道路の付け替えや宿の移転に伴い、「鎌倉街道」
は主要幹線からしだいに外れ、近世には地域の生活道路に埋没していく。この過程で鎌倉に
通じていたかつての幹線道路の多くが「鎌倉街道」として伝えられた。この時に本道（上道・中
道・下道）から分岐する各地の枝道も含めて伝承路としての「鎌倉街道」が成立した。

・以降、「鎌倉街道」は記録と伝承を繰り返しながら、現代には様々な角度から調査と研究が
深められている。近年では、史跡の保存と多くの市民による活用（調査参加や歩くイベント）の
時代に入ったといえる。記録と伝承の新たな継承の形といえるだろう。

25
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